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ま　え　が　き

ここ1～2年の間に，キュレーシ
ョンという言葉を耳（目）にするこ
とが多くなって来ました．キュレー
ションとは新しい形態のネットサー
ビスと考えることができます．ここ
では，キュレーションとは何かにつ
いて説明し，さらに代表的なサービ
スについて紹介したいと思います．

キュレーションとは

“キュレーション（Curation）"は"Curator"を語源としています．Curatorとは
Oxford Advanced Learner's Dictionaryによると，"A person whose job is to
be in charge of the objects or works of art in a museum or art gallery,
etc.”とあります．すなわち，博物館や美術館などで，展示を企画して作品や
作者を選択する担当者のことを指します．IT用語としてのキュレーションは，
インターネット上の情報を収集しまとめること，または収集した情報を分類し，
つなぎ合わせて新しい価値を持たせて共有すること，とされています1）．

キュレーションの起源

キュレーションの潮流がなぜ生じた
かを，インターネット検索の歴史を紐
解きながら考えていくことにします．
1990年代にインターネットが普及
し始めると，玉石混淆の情報の中から
いかに素早く必要とする情報を探し出
すか，ということが課題となり，それ
によりGoogle, Yahooなどが提供す
るインターネット検索サービスが急速
に普及しました．現在，インターネッ
ト検索サービスはわれわれの生活には
不可欠なものとなっていますが，その
一方で，コンピュータプログラムであ
る検索エンジンによるサービスには限
界があるのも事実です．個々人の嗜好

に対する多様性が増している時代の中
で，キーワード検索だけでユーザが本
当に必要とする質の高い情報を見つけ
出すのは，難しくなりつつあると言え
るでしょう．
ここで，ユーザの行動という観点か
ら考えてみます．インターネット検索
サービスを利用することは，あるアル
ゴリズムにより検索エンジンが機械的
に出した検索結果をユーザがそのまま
受け取る，という受動的な行為だと考
えることができます．一方，ユーザが
能動的に情報発信する仕組みとして，
2000年代前半から普及し始めたのが
ブログです．ブログでもキュレーショ
ン的なもの（インターネット上の情報
を収集しまとめて発信する）は存在し

ていました．しかしながら，どちらか
と言えばブログは日記的な内容が多
く，またコンテンツよりも文章が中心
であると言えます．また，ブログはコ
メントは付けられるもののブロガーが
一方的に発信するスタイルが中心で，
いわゆるソーシャルなメディアとして
はあまり認識されていないように思え
ます．ブログ的な機能にさらにソーシ
ャルメディアとしての機能を加え，ユ
ーザが能動的に発信する仕組みとして
近年すっかり定着したものが，Twitter
や Facebookなどです．Twitterや
Facebookなどでは，ユーザが簡単に
情報発信でき，かつユーザ同士のつな
がりを強く意識したプラットフォーム
を提供していることから，
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む　す　び

キュレーションについて，その語
源や起源，サービス例について紹介
しました．
キュレーションについては，いく
つか書籍も出されていますので2）3），
さらに詳しいことをお知りになりた
い方は，そちらも参照して下さい．

（2013年6月24日受付）

共通の興味を持った人々をつな
げるメディアとして認識されていると
言えます．
さて情報共有という観点から考える
と，TwitterやFacebookでの情報共
有は，元の情報を発信した人を中心と
するある特定のグループに閉じている
と言えます．そのグループに属さない
他の人が同じ情報を提供していても，
グループ間での情報共有は必ずしもな
されるわけではありません．
キュレーションはこのような課題を

解決するために生まれたメディアであ
ると言えます．すなわち，情報発信し
た人を中心とする情報共有ではなく，
ある特定のテーマを中心としてそれに
関連する情報を集めて整理して発信す
るというメディアです．また情報を集
める段階や整理する段階で，情報を集
める人（キュレータ）自身の視点や価
値観が加わっているため，同じ視点や
価値観を持っている人達にとってより
有益な情報となります．
再びインターネット検索という観点

に戻ると，キュレーションは，これま
での検索エンジンによる機械的な情報
収集・整理に対して，人による情報収
集・整理が加わったと考えることがで
きます．ソーシャルメディアで視点や
価値観の似た人達がつながりを持ち，
その視点や価値観が似た人によるフィ
ルタ（情報収集・整理）が加わって，
より価値の高い情報を見つけることが
できるようになったと言えます．

キュレーションサービスの代
表例

キュレーションは，その定義を聞く
よりも実例を見ていただいた方が理解
しやすいかと思いますので，以下で代
表的なキュレーションサービスを紹介
したいと思います．なお，著作権上の
問題で，本稿で各サービスのwebペ
ージ画像を載せることはできません
が，URLを記載しておきますので，
気になったサービスがありましたら，
是非ご自身で確認してみて下さい．
・NAVERまとめ
http://matome.naver.jp/
日本発のサービスで，ユーザが特定
の話題に対するインターネット上の情
報を集めて，つなぎ合わせて，一つの
ページに表示できるサービスです．特
定のニュースが話題になっている場合
には，ニュースサイトへのリンクとリ
ンク先に掲載されている代表的な文や
写真が多数掲載されていることが多い
です．また，特定の商品が話題になっ
ている場合には，購入サイトの情報の

みならず，その商品に対するTwitter
でのつぶやきもまとめられていること
が多いです．
・Storify
http://storify.com/
NAVERまとめと同様のサービスで
す． Twitter, Facebook, Fl ickr,
YouTube, Google, RSSの中から好
きなコンテンツをドラッグ＆ドロップ
して並べて，必要に応じてテキストを
挿入し，簡単にまとめページを作成す
ることができます．本サービスは，ア
メリカのジャーナリズムの分野におけ
るディジタル・メディアを活用した創
造的な取組みを表彰するナイト・バト
ン賞で，2011年度の最優秀賞に選ば
れました．
・togetter
http://togetter.com/
日本発のサービスで，Twitterのつ
ぶやきに特化したキュレーションサー
ビスです．Twitter上のつぶやきを選
択し，任意の順序に並び替えることに
よって，複数のつぶやきをまとめて表
示することができます．これにより，

特定の話題に関するつぶやきをまとめ
て表示する，イベントの実況報告を抜
き出す，などの使い方がされています．
・Pinterest
http://pinterest.com/
画像（静止画，動画）をメインとし
たキュレーションサービスです．カテ
ゴリー分けしたボードに対して，自分
で撮影した画像，Pinterest内の画像，
他のサイトの画像を貼り付けていきま
す．ボードがカテゴリー分けされてい
るため，キュレーションサービスとし
て位置づけられているようです．
・Pearltrees
http://www.pearltrees.com/
フランス発のサービスで，パールと
呼ばれる一つの単位にウェブページ，
ノート，写真を登録し，パール同士を
繋げることによって情報の関連付けを
行うキュレーションサービスです．他
のキュレーションサービスがリスト的
に整理されているとは異なり，木構造
で整理されており見た目にも楽しめる
デザインとなっています．
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